
S1 人工知能（AI）

S1.01 人間知能の理解

S1.02 AIモデル

S1.03 人・AI共生モデル

S1.04 社会におけるAI

S1.05 AIリスク対策技術

S1.06 AIと科学・産業・社会システム革新

E1 電源

E1.01 火力発電

E1.02 原子力発電

E1.03 核融合

E1.04 太陽光発電 N1.01

E1.05 風力発電

E1.06 水力発電

E1.07 海洋発電

E1.08 地熱発電

N1 エネルギー・環境応用

N1.01 次世代太陽電池 E1.04

N1.02 蓄電池 E2.01

N1.03 電解・燃料電池 E2.02

N1.04 分離技術

L1 健康・医療

L1.01 医薬品

L1.02 再生・細胞医療・遺伝子治療

L1.03 ゲノム医療

L1.04 バイオマーカー・リキッドバイオプシー

L1.05 AI創薬

L1.06 AI診断・予防

L1.07 がん

L1.08 感染症

L1.09 脳・神経

L1.10 免疫・炎症

L1.11 老化

L1.12 臓器連関

S2 ロボティクス

S2.01 ロボットの知能化

S2.02 統合知能システム

S2.03 自律分散システム

S2.04 移動

S2.05 マニピュレーション

S2.06 センシング N5.08

S2.07 Human Robot Interaction

S3 セキュリティー・トラスト

S3.01 IoTシステムのセキュリティー

S3.02 サーバーセキュリティー

S3.03 データ・コンテンツのセキュリティー

S3.04 人・社会とセキュリティー

S3.05 データ・コンテンツ、システムのデジタルトラスト

S3.06 社会におけるトラスト

S4 コンピューティングアーキテクチャ―

S4.01 計算方式 N3.02

S4.02 プロセッサーアーキテクチャー

S4.03 量子コンピューティング N3.04

S4.04 モバイルコンピューティング

S4.05 IoTコンピューティング

S4.06 デジタル社会サービス

S5 通信・ネットワーク

S5.01 光通信 N3.03

S5.02 無線・モバイル通信

S5.03 量子通信 N3.04

S5.04 ネットワーク基盤

S5.05 ネットワーク運用

S5.06 ネットワークサービス

S5.07 ネットワーク科学

S6 数理科学

S6.01 数理モデリング

S6.02 数値解析・データ解析

S6.03 因果推論

S6.04 意思決定と最適化の数理

S6.05 計算理論

S6.06 システム設計の数理

E2 貯蔵・キャリア

E2.01 大規模蓄電技術 N1.02

E2.02 水素・アンモニア技術 N1.03

E2.03 CO2利用技術

E3 需要家・ユーザー

E3.01 熱エネルギー技術

E3.02 次世代モビリティ

E3.03 低エネルギー建築物

E4 CO2回収・固定・貯留

E4.01 工学的CO2回収・貯留技術

E4.02 自然活用型CO2回収・固定技術

E5 エネルギーシステム

E5.01 エネルギーマネジメントシステム

E5.02 エネルギーシステム評価

E6 地球システムの観測・予測・評価

E6.01 大気・陸域観測

E6.02 海洋観測

E6.03 気候変動予測

E6.04 水循環（水資源・水防災）

E6.05 生態系・生物多様性の評価・予測 L2.01

E7 人と自然の調和

E7.01 自然資本・生態系サービス L2.01

E7.02 気候変動影響評価・適応

E8 持続可能な資源利用

E8.01 水利用・水処理

E8.02 持続可能な大気環境

E8.03 持続可能な土壌環境

E8.04 環境分析・環境リスク評価

E8.05 サーキュラーエコノミー N5.05

E8.06 ライフサイクル評価 N7.01

N2 ライフ・医療応用

N2.01 バイオマテリアル（医用材料）

N2.02 ナノメディシン

N2.03 バイオセンシング

N2.04 生体イメージング L3.02

N3 ICT・エレクトロニクス応用

N3.01 先端半導体材料・デバイス

N3.02 AIコンピューティングチップ S4.01

N3.03 フォトニクス材料デバイス S5.01

N3.04 量子コンピューティング・通信
S4.03
S5.03

N4 社会インフラ・モビリティ応用

N4.01 構造材料

N4.02 力学特性制御技術

N4.03 パワー半導体材料・デバイス

N4.04 磁石・磁性材料

N4.05 超電導

N5 物質と機能の設計・制御

N5.01 量子マテリアル

N5.02 分子制御技術

N5.03 分子性材料

N5.04 生物由来材料システム

N5.05 材料循環 E8.05

N5.06 元素戦略・希少元素代替技術

N5.07 フォノンエンジニアリング

N5.08 センシングデバイス・融合技術 S2.06

N6 共通基盤科学技術

N6.01 微細加工・ヘテロ集積

N6.02 ナノ・オペランド計測

N6.03 物質・材料シミュレーション

N6.04 データ駆動型物質・材料開発

N7 社会実装へのガバナンス

N7.01 ものづくりの持続可能性評価やガバナンス E8.06

L2 農業・生物生産

L2.01 生物生産を支える地球の持続可能性
E6.05
E7.01

L2.02 育種

L2.03 スマート農林水産業

L2.04 微生物ものづくり

L2.05 植物ものづくり

L2.06 食料・フードテック

L3 基礎・基盤

L3.01 遺伝情報の維持・発現機構

L3.02 イメージング N2.04

L3.03 構造解析

L3.04 オミクス

L3.05 ゲノム・細胞工学

L3.06 タンパク質機能制御

システム・情報科学技術分野（38領域）

No. 区分名／領域名 関連

環境・エネルギー分野（31領域）

No. 区分名／領域名 関連

ナノテクノロジー・材料分野（30領域）

No. 区分名／領域名 関連

ライフサイエンス・臨床医学分野（24領域）

No. 区分名／領域名 関連
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